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信濃町 水道事業経営戦略

団 体 名 : 信 濃 町

事 業 名 : 信 濃 町 水 道 事 業

策 定 日 : 平成 ３１ 年 ３月

計 画 期 間 : 平成 ３１ 年度 ～ 平成 ４０ 年度

１ 事業概要

（１）事業の現況（平成 30 年 3 月 31 日現在）

①給水

②施設

③料金

量水器の口径別料金体系を採用し、基本料金と使用水量に応じた段階的な従量料金

からなる二部料金制で、逓増制を採用しています。

平成 29 年 6 月 1 日改定（消費税別）

※ 13 ㎜の従量料金は 9 ㎥以上の使用水量から算入

供用開始年月日 昭和 30 年 4 月 1 日 計画給水人口 8,400 人

法適(全部適用・一部

適用)・非適の区分
全部（法適）

現在給水人口 8,320 人

有収水量密度 0.22 千㎥／㏊

水 源 １７か所 (地下水、表流水、湧水)

施 設 数
浄水場設置数 2 か所

管 路 延 長 237.0 ㎞
配水池設置数 17 か所

施 設 能 力 6,750 ㎥／日 施設利用率 51.3 ％

量水器 基本料金(1 月につき) 従量料金(1 月につき)
１３mm １,０００円

１㎥から 50 ㎥まで 1 ㎥につき 150 円

51 ㎥から 100 ㎥まで 1 ㎥につき 160 円

101 ㎥から 500 ㎥まで 1 ㎥につき 210 円

501 ㎥から 1,000 ㎥まで 1 ㎥につき 230 円

1,001 ㎥から 1 ㎥につき 250 円

２０mm １,４００円

２５mm １,８００円

３０mm ２,３３０円

４０mm ４,０００円

５０mm ５,４６０円

７５mm １１,６６０円
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④組織

建設水道課の職員の内、水道係の職員数は４名で、平均年齢は 34 歳です。

水道係長(1)

管 理 者 水道技術 建設水道

(町 長) 管理者(1) 課 長(1) 料金・会計担当(1)

施設・水質担当(1)

（２）これまでの主な経営健全化の取組

平成 22 年 2 月、町内水道事業の一体管理を目指し、簡易水道事業統合計画を厚生

労働大臣に提出し、平成 25 年度には、中長期的な視点に立った計画的・効率的な水

道施設の改築・更新や維持管理・運営の資金管理方策を進めるため、水道事業アセッ

トマネジメントを策定しました。翌年には、「持続・安全・強靱」を目標に、今後 10
年間の事業運営を定めた信濃町水道事業ビジョンの策定を行っております。

また、平成 26 年度から平成 28 年度において、水道事業会計の創設以来初となる

赤字決算となったことから、信濃町水道事業運営委員会の答申を受け、平成 29 年 6
月分の水道料から平均 14 パーセントの料金改定を行うとともに、同年 4 月 1 日から

簡易水道事業を上水道事業に経営統合し管理体制を一本化しております。
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（３）経営分析表を活用した現状分析 (平成 29 年度)
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２ 将来の事業環境

（１）給水人口の予測

給水区域内人口は、上水道事業の給水区域内人口が行政区域内人口に占める割合

の計画値を設定し、その割合を信濃町人口ビジョンにて推計した将来の行政区域内

人口に乗じることで算出しました。

また、将来の給水人口は、給水区域内人口に給水普及率を乗じて算出しました。

単位：人

（２）水需要の予測

給水量は給水人口と並び水道の規模を表す指標のひとつであり、その推計は生活

用、業務・営業用、工場用、その他用水量に分けて推計し、その有収水量の総和に

対して有収率、有効率及び負荷率を設定して一日最大給水量を算定します。

給水量の推計は、以下に示す手順で行います。

年 度 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

行政区域内人口 8,344 8,208 8,149 8,091 8,032 7,974 7,915 7,883 7,850 7,818

給水区域内人口 8,157 8,023 7,966 7,909 7,852 7,794 7,737 7,705 7,673 7,643

給水区域外人口 187 185 183 182 180 180 178 178 177 175

給 水 人 口 8,139 8,007 7,951 7,895 7,839 7,782 7,726 7,695 7,664 7,635

大 分 類 小 分 類

生 活 用 水 家事用

業務・営業用水 旅館用、商業用、官公署用、学校用

工 場 用 水 工業用

そ の 他 用 別荘用、公会堂用、消防用など
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給 水 量 の 推 計 フ ロ ー

　生活用使用水量 業務  ・ 営業用 工場用使用水量 　その他使用水量
の実績 　　　　 使用水量の実績 の実績 　　　　　 の実績 　　　　

水洗化水量
の推計　 　

生活一般用水量 過去の実績より 過去の実績より 過去の実績より
の推計　　　　　　 推計 　　　　　　 推計 　　　　　　 推計　　　　　　　

原単位水量
の推計　　　

生活用使用水量 業務  ・ 営業用 工場用使用水量 その他使用水量
の決定 　　　　　 使用水量の決定 の決定 　　　　　 の決定 　　　　　

用　途　別　使　用　水　量　の　合　計　値　　＝　　有　収　水　量

有 収 率 有 効 率
の 決 定 の 決 定

計画一日平均給水量の決定
(有効水量　÷　有効率)

負 荷 率
の 決 定

計画一日最大給水量の決定
(計画一日平均給水量÷負荷率)

H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

( 人 ) 8,344 8,208 8,149 8,091 8,032 7,974 7,915 7,883 7,850 7,818 

( 人 ) 8,157 8,023 7,966 7,909 7,852 7,794 7,737 7,705 7,673 7,643 

( 人 ) 8,139 8,007 7,951 7,895 7,839 7,782 7,726 7,695 7,664 7,635 

( ％ ) 99.78 99.80 99.81 99.82 99.83 99.85 99.86 99.87 99.88 99.90 

( 戸 ) 3,280 3,265 3,282 3,298 3,315 3,318 3,337 3,351 3,366 3,381 

206 206 206 206 207 207 207 207 207 207 

1,679 1,651 1,641 1,630 1,619 1,608 1,598 1,591 1,585 1,581 

業務・営業用水量 517 512 507 503 499 495 492 488 485 482 

工 場 用 水 量 322 319 316 314 312 309 307 305 304 302 

そ の 他 用 水 量 177 177 176 175 175 174 174 174 173 173 

2,695 2,659 2,640 2,622 2,605 2,586 2,571 2,558 2,547 2,538 

29 28 28 28 28 28 27 27 27 27 

2,724 2,687 2,668 2,650 2,633 2,614 2,598 2,585 2,574 2,565 

640 608 579 555 528 505 480 456 436 413 

3,364 3,295 3,247 3,205 3,161 3,119 3,078 3,041 3,010 2,978 

413 412 408 406 403 401 398 395 393 390 

6,572 6,434 6,342 6,257 6,171 6,088 6,008 5,936 5,874 5,813 

807 804 798 793 787 782 778 771 766 761 

( ％ ) 80.1 80.7 81.3 81.8 82.4 82.9 83.5 84.1 84.6 85.2 

( ％ ) 81.0 81.5 82.2 82.7 83.3 83.8 84.4 85.0 85.5 86.1 

( ％ ) 51.2 51.2 51.2 51.2 51.2 51.2 51.2 51.2 51.2 51.2 

給水量の予測値(平成31～40年度)

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

行 政 区 域 内 人 口

給 水 区 域 内 人 口

将 来 給 水 人 口

給 水 普 及 率

給 水 戸 数

一人一日使用水量( ㍑/人/日)

一 日 平 均 使 用 水 量 ( ㎥ / 日 )

一 日 平 均 使 用 水 量 ( ㎥ / 日 )

一 日 平 均 使 用 水 量 ( ㎥ / 日 )

一 日 平 均 使 用 水 量 ( ㎥ / 日 )

有　　　収　　　水　　　量 (㎥/日)

有　　効　　無　　収　　水　　量 (㎥/日)

有　　　　効　　　　水　　　　量 (㎥/日)

無　　　　効　　　　水　　　　量 (㎥/日)

一 日 平 均 給 水 量 (㎥/日)

一 人 一 日 平 均 給 水 量 (㍑/人/日)

一 日 最 大 給 水 量 (㎥/日)

一 人 一 日 最 大 給 水 量 (㍑/人/日)

有 収 率

有 効 率

負 荷 率

有
 

収
 

水
 

量

生 活 用
用
 
途
 
別
 
水
 
量

有
 
効
 
水
 
量
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（３）料金収入の見通し

平成 29 年 6 月より平均 14％の料金改定を実施しました。この改定の際、おおむね

10 年間の収支計画書を作成し運営することとしましたが、人口減少に伴い給水人口

も年々減少することから、今後の動向により見直しが必要になる可能性があります。

（４）施設の見通し

水道管の約 26％が布設されてから 40 年以上経過した老朽管であり、断水リスクを

回避し管路の安全性を保つため、老朽管の計画的な更新を進めることが必要です。

耐震化率は、平成 29 年度末で 17.9％であり、耐震性が低い石綿セメント管(ACP)
が約 7 ㎞埋設されているため、今後、計画的に更新工事を進めて行く予定です。

取水施設・配水池については、簡易耐震診断の結果、ほとんどが「低」の評価とな

っておりますが、5 月・8 月・12 月の水道需要は大きく変動するため、今後の給水人

口の減少も考慮しながら施設規模を検討し更新を進めてまいります。

※ 構築物及び設備の更新を実施しない場合

512,529 
452,894 

395,948 
294,421 

224,065 184,297 
124,356 

36,900 374 

57,481 
105,678 

131,516 

195,325 
242,340 

257,280 
302,034 

372,925 
372,716 

84,547 95,985 127,093 164,811 188,152 212,980 228,167 244,732 281,467 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 
資産額(千円 )

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年

平成25年度アセットマネジメントより

資産の健全度(構築物及び設備)

老朽化資産 経年化資産 健全資産



- 7 -

※ 管路の更新を実施しない場合

老朽化資産・・・経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超えた資産

経年化資産・・・経過年数が法定耐用年数の 1.0～1.5 倍の資産

健 全 資 産・・・経過年数が法定耐用年数以内の資産

法定耐用年数

建 築・・・・・・50 年 建屋

土 木(管路を除く)・・・・60 年 配水池、接合井(枡)
管 路・・・・・・40 年 水道本管

電 気・・・・・・20 年 受変電設備

機 械・・・・・・15 年 ポンプ設備

計 装・・・・・・10 年 監視制御設備・計装設備

165.7 156.0 
132.7 

116.0 
85.8 

47.6 
22.1 

4.4 0.0 

54.8 64.5 
84.9 

60.3 

79.9 

108.4 

110.6 
111.5 

85.8 

0.0 0.0 2.9 

44.2 54.8 64.5 
87.8 

104.6 
134.7 

0.0 

50.0 

100.0 

150.0 

200.0 

250.0 
管路延長(km)

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年

平成25年度アセットマネジメントより

管 路 の 健 全 度

老朽化資産 経年化資産 健全資産
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（５）組織の見通し

平成 19 年の組織替えにより建設水道課の職員数は、課長 1 名、職員 5 名の体制で

ありましたが、平成 27 年に課長の人件費を主管の建設係に異動し、職員 5 名の体制

となりました。平成 30 年 4 月には職員 1 名が減となり、技術管理者 1 名、水道係長

1 名、料金・会計担当者 1 名、施設・水質担当者 1 名の計 4 名体制となっております。

今後の定員削減は非常に厳しい状況です。

３ 経営の基本方針

平成 27 年 3 月策定の信濃町水道事業ビジョンに基づき、「持続可能な事業運営」、

「安全な水の供給」、「災害に強い強靱な水道」を理念として事業運営を進めてまいり

ます。

（１）持続可能な事業運営

・適正な料金収入による健全な水道事業運営

・維持管理の効率化

・発展的広域化の推進

（２）安全な水の供給

・水源水質に合わせた浄水処理の検討

・水質検査体制の強化

・水道水源保全の推進

（３）災害に強い強靱な水道

・水道施設の耐震化及び統廃合

・老朽施設の効果的・効率的な更新

・応急給水体制の構築

４ 投資・財政計画

（１）投資・財政計画（収支計画） 別紙のとおり

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明
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①収支計画のうち投資についての説明

主な事業

・石綿セメント管布設替工事 平成 31～38 年度 148,064 千円

・柏原配水池新設 平成 38 年度 227,300 千円

石綿セメント管(ACP)約７㎞の布設替を、今後 8 年間で工事を行うこととします。

老朽管の更新は、耐用年数を 60 年として更新計画を平準化し、企業債償還金が減

少する平成 34 年度以降から建設改良費を増額、平成 38 年度には配水池の統合計画

を予定しております。

※ 不確定要素が多いことから、ほとんどの施設において統廃合による配水池の

規模、ダウンサイジングについての検討はこの計画に含まれておりません。

②収支計画のうち財源についての説明

平成 29 年度に実施した水道料金改定により、平成 31 年度以降も計画どおりの純

利益を確保するため一層の経費削減に努めるものとし、経常収支比率が 100 パーセ

ントを下回った場合は、料金の改定を検討します。

平成 34 年度には企業債残高が現在の約三分の一に減少することから、翌平成 35 年

度以降に配水池の改修・統合に伴う建設改良事業費を増額し、新たに企業債を借

入れ財源を確保します。

基準内繰入は、旧簡易水道事業の建設改良事業に伴う企業債償還金の二分の一、

児童手当に要する経費、消火栓工事に要する経費を収入に見込んでいます。

目 標

・非耐震管である石綿セメント管の更新を最優先として布設替工事を

行うこととし、計画的に管路の耐震化を図ります。

また、重要給水施設である柏原配水池を新設し耐震化します。

目 標

・経常収支比率は、100 パーセント以上の水準維持を目標とします。

・平成 35 年度以降に企業債を借入れ、財源を確保します。

平成２９年度 平成３８年度

石綿セメント管延長(㎞) ７．０ ０．０

平成２９年度 平成３４年度 平成３９年度

企業債残高(千円) ３６８,０３９ １２２,２６２ ３８８,２６８

平成２９年度 平成４０年度

経常収支比率(％) １０５．６ １１０．０

平成２９年度 平成４０年度

管 路 耐 震 率(％) １７．９ ３５．０
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③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①投資について検討状況等

②財源について検討状況等

人 件 費 4 名体制として平成 31 年度当初予算額から積算しました。

動 力 費
旧簡易水道事業を統合したことにより経費が増加していますが、平

成 31 年度当初予算額から積算しました。
修 繕 費

委 託 料

民間の資金・ノウハウ等の活用

( P F I ・ D B O の 導 入 等 )
具体的な検討はありません。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合

( ダ ウ ン サ イ ジ ン グ )
給水人口の減少傾向を見ながら各配水池の統

廃合・ダウンサイジングを検討します。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化

( ス ペ ッ ク ダ ウ ン )
具体的な検討はありません。

施設・設備の長寿命化等の

投 資 の 平 準 化

水道管の耐用年数を 60 年と設定し、布設替の

更新時期を平準化し建設改良費に計上します。

広 域 化 具体的な検討はありません。

そ の 他 の 取 組 －

料 金 必要に応じて料金改定の検討を行います。

企 業 債 必要に応じて企業債の借入れを検討します。

繰 入 金 基準外繰入の検討は行っておりません。

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る

収 入 増 加 の 取 組
具体的な検討はありません。

そ の 他 の 取 組 －
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③投資以外の経費についての検討状況等

５ 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

委 託 料 複数年契約について検討を行います。

修 繕 費
老朽化による水道管事故の増加によっては、費

用の増加が予想されます。

動 力 費
一部を新電力に契約変更済ですが、随時見直し

を検討します。

職 員 給 与 費 現行の４名体制を継続します。

そ の 他 の 取 組 －

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

更 新 時 等 に 関 す る 事 項

事業の進捗状況を確認する中で、本計画と実績

が乖離している場合は、検証及び本計画の見直

しを行います。
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別紙 収支計画書(収益)
（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

前
々
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3
4

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

2
5
,5

1
5

1
5
,0

9
2

1
1
,8

4
4

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
2
,0

3
8

1
3
,5

1
9

1
1
,7

9
0

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

1
3
,4

7
7

(2
)

5
4
,4

7
6

5
9
,9

1
1

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

5
0
,4

5
2

7
,7

9
2

8
,8

4
4

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

8
,4

0
0

2
0
,5

0
0

2
3
,7

4
9

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

1
6
,0

6
4

5
6

1
3
8

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
4
6

2
6
,1

2
8

2
7
,1

8
0

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

2
5
,7

4
2

(3
)

8
2
,2

4
2

7
7
,4

6
3

7
7
,8

3
4

7
5
,8

9
5

7
5
,7

0
1

7
4
,6

4
8

7
2
,8

5
3

7
1
,6

5
5

7
0
,8

2
4

6
9
,5

1
9

6
7
,1

5
4

6
7
,1

5
4

２
．

1
1
,8

0
5

1
0
,2

3
7

8
,7

8
7

6
,9

0
6

5
,2

2
6

3
,6

4
7

2
,4

0
5

1
,8

9
6

1
,4

6
3

1
,1

3
5

2
,1

7
1

2
,3

5
0

(1
)

1
1
,8

0
5

1
0
,2

2
8

8
,7

7
8

6
,8

9
7

5
,2

1
7

3
,6

3
8

2
,3

9
6

1
,8

8
7

1
,4

5
4

1
,1

2
6

2
,1

6
2

2
,3

4
1

(2
)

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
(D

)
1
7
7
,1

3
4

1
7
1
,2

4
5

1
6
2
,5

8
8

1
5
8
,7

6
8

1
5
6
,8

9
4

1
5
4
,2

6
2

1
5
1
,2

2
5

1
4
9
,5

1
8

1
4
8
,2

5
4

1
4
6
,6

2
1

1
4
5
,2

9
2

1
4
5
,4

7
1

(E
)

9
,9

1
9

2
8
,7

5
4

2
1
,0

1
9

2
2
,8

6
7

2
2
,1

3
2

2
0
,0

7
7

2
0
,9

3
8

2
0
,6

0
1

1
9
,8

3
3

1
9
,4

5
4

1
8
,7

7
0

1
6
,5

8
7

(F
)

7
,2

6
3

(G
)

2
2
,7

7
5

(H
)

△
 2

2
,7

7
5

7
,2

6
3

△
 1

2
,8

5
6

3
6
,0

1
7

2
1
,0

1
9

2
2
,8

6
7

2
2
,1

3
2

2
0
,0

7
7

2
0
,9

3
8

2
0
,6

0
1

1
9
,8

3
3

1
9
,4

5
4

1
8
,7

7
0

1
6
,5

8
7

(I
)

3
,9

0
3

5
7
,4

8
9

9
3
,2

3
0

7
3
,6

3
5

6
9
,3

1
7

6
9
,0

4
8

6
9
,2

9
7

7
1
,2

5
3

6
6
,8

0
1

6
0
,2

5
5

1
4
6
,3

7
8

5
6
,9

6
5

(J
)

1
8
4
,4

0
8

1
9
5
,1

1
6

1
8
1
,5

6
2

1
9
1
,2

4
4

2
0
3
,9

2
1

2
1
1
,0

0
9

2
1
4
,7

6
8

2
1
7
,3

1
7

2
2
4
,4

5
9

2
2
0
,7

7
9

1
3
2
,7

8
1

1
7
7
,7

8
7

5
,6

8
2

5
,0

0
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

4
,8

5
0

(K
)

9
2
,8

6
7

6
8
,4

5
9

7
2
,4

3
8

7
0
,8

6
2

5
7
,6

5
3

5
0
,3

6
1

4
1
,3

7
5

3
1
,8

4
6

2
7
,3

3
0

2
2
,9

4
0

2
0
,6

9
5

2
0
,8

0
1

5
2
,8

6
9

5
1
,0

9
0

5
2
,7

2
7

5
1
,1

5
1

3
7
,9

4
2

3
0
,6

5
0

2
4
,0

6
4

1
5
,7

3
5

1
1
,2

1
9

6
,8

2
9

4
,5

8
4

4
,6

9
0

6
,7

0
8

8
,8

3
6

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

7
,1

4
1

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

1
7
8
,7

5
3

1
9
3
,1

4
1

1
7
7
,8

0
0

1
7
5
,8

0
0

1
7
3
,8

0
0

1
7
0
,8

0
0

1
6
8
,8

0
0

1
6
6
,8

0
0

1
6
4
,8

0
0

1
6
2
,8

0
0

1
6
0
,8

0
0

1
5
8
,8

0
0

(N
)

(O
)

(P
)

1
7
8
,7

5
3

1
9
3
,1

4
1

1
7
7
,8

0
0

1
7
5
,8

0
0

1
7
3
,8

0
0

1
7
0
,8

0
0

1
6
8
,8

0
0

1
6
6
,8

0
0

1
6
4
,8

0
0

1
6
2
,8

0
0

1
6
0
,8

0
0

1
5
8
,8

0
0

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

そ
の

他
収

入
計

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

材
料

費
そ

の
他

減
価

償
却

費
営

業
外

費
用

支
払

利
息

そ
の

他
支

出
計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
流

動
資

産
う

ち
未

収
金

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

本
年

度
３

２
年

度
３

３
年

度
３

４
年

度
３

５
年

度
３

６
年

度
３

７
年

度
３

８
年

度
３

９
年

度
４

０
年

度

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入 収 益 的 支 出
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別紙 収支計画書(資本)
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

2
6
,9

0
0

6
4
,8

0
0

3
3
,4

0
0

2
0
6
,3

0
0

5
0
,0

0
0

２
．

7
6
8

7
9
9

8
3
0

8
6
2

8
9
7

9
3
3

9
7
0

1
,0

0
9

3
0
3

3
1
0

9
8

9
9

３
．

４
．

5
,2

8
6

5
,0

2
0

3
,5

3
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

3
,2

4
0

５
．

６
．

７
．

８
．

3
,4

6
7

2
,6

0
0

1
,8

0
0

1
,4

4
0

6
4
0

6
4
0

6
4
0

6
4
0

6
4
0

6
4
0

6
4
0

6
4
0

９
．

(A
)

3
6
,4

2
1

8
,4

1
9

6
,1

6
0

5
,5

4
2

4
,7

7
7

4
,8

1
3

6
9
,6

5
0

3
8
,2

8
9

4
,1

8
3

2
1
0
,4

9
0

5
3
,9

7
8

3
,9

7
9

(B
)

(C
)

3
6
,4

2
1

8
,4

1
9

6
,1

6
0

5
,5

4
2

4
,7

7
7

4
,8

1
3

6
9
,6

5
0

3
8
,2

8
9

4
,1

8
3

2
1
0
,4

9
0

5
3
,9

7
8

3
,9

7
9

１
．

6
2
,9

0
4

5
1
,0

3
2

6
5
,0

7
5

4
0
,6

7
3

3
7
,0

4
5

5
2
,9

8
2

1
3
0
,0

4
5

1
0
3
,7

5
0

7
0
,5

8
1

2
9
0
,5

4
6

2
1
9
,7

0
0

3
3
,0

0
0

２
．

5
3
,2

4
0

5
2
,8

6
9

5
1
,0

9
1

5
2
,7

2
7

5
1
,1

5
1

3
7
,9

4
2

3
0
,6

5
0

2
4
,0

6
4

1
5
,7

3
5

1
1
,2

1
9

6
,8

2
9

4
,5

8
4

３
．

４
．

５
．

(D
)

1
1
6
,1

4
4

1
0
3
,9

0
1

1
1
6
,1

6
6

9
3
,4

0
0

8
8
,1

9
6

9
0
,9

2
4

1
6
0
,6

9
5

1
2
7
,8

1
4

8
6
,3

1
6

3
0
1
,7

6
5

2
2
6
,5

2
9

3
7
,5

8
4

(E
)

7
9
,7

2
3

9
5
,4

8
2

1
1
0
,0

0
6

8
7
,8

5
8

8
3
,4

1
9

8
6
,1

1
1

9
1
,0

4
5

8
9
,5

2
5

8
2
,1

3
3

9
1
,2

7
5

1
7
2
,5

5
1

3
3
,6

0
5

１
．

6
9
,6

7
7

7
8
,2

8
4

7
6
,0

9
8

7
4
,1

5
8

7
3
,9

6
4

7
3
,1

2
2

7
1
,4

6
6

7
0
,2

7
3

6
9
,4

4
2

6
8
,1

4
1

6
5
,7

8
3

3
3
,6

0
5

２
．

3
,9

0
3

1
7
,1

9
8

3
3
,9

0
8

1
3
,7

0
0

9
,4

5
5

1
2
,9

8
9

1
9
,5

7
9

1
9
,2

5
2

1
2
,6

9
1

2
3
,1

3
4

1
0
6
,7

6
8

３
．

４
．

6
,1

4
3

(F
)

7
9
,7

2
3

9
5
,4

8
2

1
1
0
,0

0
6

8
7
,8

5
8

8
3
,4

1
9

8
6
,1

1
1

9
1
,0

4
5

8
9
,5

2
5

8
2
,1

3
3

9
1
,2

7
5

1
7
2
,5

5
1

3
3
,6

0
5

(G
)

(H
)

3
6
8
,0

4
0

3
1
5
,1

7
2

2
6
4
,0

8
2

2
1
1
,3

5
5

1
6
0
,2

0
5

1
2
2
,2

6
3

1
5
6
,4

1
4

1
6
5
,7

5
0

1
5
0
,0

1
5

3
4
5
,0

9
7

3
8
8
,2

6
9

3
8
8
,2

6
9

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

3
,6

3
7

3
,4

2
3

2
,4

3
5

2
,3

9
9

1
,7

9
0

3
1
4

2
7
7

2
3
8

2
0
6

1
9
8

1
9
2

1
9
1

3
,6

3
7

3
,4

2
3

2
,4

3
5

2
,3

9
9

1
,7

9
0

3
1
4

2
7
7

2
3
8

2
0
6

1
9
8

1
9
2

1
9
1

7
6
8

7
9
9

8
3
0

8
6
2

9
8
7

9
3
3

9
7
0

1
,0

0
9

3
0
3

3
1
0

9
8

9
9

7
6
8

7
9
9

8
3
0

8
6
2

9
8
7

9
3
3

9
7
0

1
,0

0
9

3
0
3

3
1
0

9
8

9
9

4
,4

0
5

4
,2

2
2

3
,2

6
5

3
,2

6
1

2
,7

7
7

1
,2

4
7

1
,2

4
7

1
,2

4
7

5
0
9

5
0
8

2
9
0

2
9
0

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

計

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

本
年

度
３

２
年

度
３

３
年

度
３

４
年

度
３

５
年

度
３

６
年

度
３

７
年

度
３

８
年

度
３

９
年

度
４

０
年

度

補 塡 財 源

本
年

度
３

２
年

度
３

３
年

度
３

４
年

度
３

５
年

度
３

６
年

度
３

７
年

度
３

８
年

度
３

９
年

度
４

０
年

度

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出


